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Ｉ Up- ５ 異世代に対する子どもの関心ヽと理解
一子どもにとっての高齢者の意味一一
　　　　　　　　　　　　群馬女子短大 岡野雅子

児　　童

　【目的】近年の時代の変化は極めて速く.世代による差は著しい.異世代交流の成立の基本
的要件は､対象世代に対して関心を持ち正しく理解することが不可欠である.それはまた､若
年世代にとって｢人間発達｣や｢加齢｣に対する洞察を呼び起こし､自らの人生を展望する視点
の形成となり、自分とは異なる状況にある他者の内なる世界に対する共感は｢やさしさ｣の醸
成へと作用すると思われる.本研究では､近未来に迫った高齢社会を担う子ども世代の､高齢
老世代に対する関心と理解の現状を探り､異世代交流形成のための一助としたい.

　【方法】群馬県高崎市内の公立校に在籍する小学校５年生121名､中学校２年生113名､高等
学校２年生81名の男女計315名を対象として､質問紙による調査を行った．
　【結果と考察】①高齢者のイメージ得点は､｢やさしい｣｢落ちついている｣｢親切な｣が高いが、
全体に小･中･高と発達と共に下降していく.②高齢者との交流の程度は.｢別居で.よく行っ
たり来たり｣が約半数で最も多く、1/4は交流の機会がほとんどない.③交流の内容は､高齢者
と｢ＴＶを視る｣｢病気のお見舞い｣は6-8割が体験しているが､｢病気の看病｣は1割である.｢親
は高齢者を大切にする｣は発達と共に急減する.④高齢者の自己との関係は､小･中･高とも
｢尊敬｣が最も高得点で次いで｢参考｣であるが､｢尊敬｣｢参考｣｢展望｣｢情緒｣｢理解｣は発達と共
に有意に減少し､｢憧れ｣｢関心｣は低得点で群間差はない.自己の高齢期像は若年世代と仲良
く交流したい､としている.⑤これらの結果から､発達初期は良好なイメージを持っているに

もかかわらず発達と共に下降するのは､交流が表層的で､理解も乏しく､周囲の教育的配慮も
少ない､などの要因とも相まって､彼らの現代社会への適応の一つの現れではないだろうか.
　　　　　　　　　　　　　　(本研究は､日本火災福祉財団ｼﾞｪﾛﾝﾄﾛｼﾞｰ研究助成金を受けた.)

Ｉ Up- ６ 家族のかかわりの一考察（４）一日常を超える思春期の体験－

お茶の水大　中村洋子

　目的：思春期の子供の自己形成の過程を取り上げ、この時期特有の思考･行動
　（例えば反抗のように既成の関係をそのまま受け継ぐのではなく新しい関係を
つくる動き）のーつとしで日常を超える体験”に着目し、親子関係において
それがどのようにあらわれ、その体験によって新たにどのような関係状況が
構築されるかについて考究する。
　方法：思春期の子供達自身による日常を超える体験の具体例をインタビュー･
質問紙（Ｔ高校1･2年生）により明らかにする（“タバコを吸う”“パーマをか
ける等）・またそこにおこる親子関係の変化を、1988~1994年お茶大心理劇研究
会､女性と家族をめぐる人間関係を考える会他で行われた心理劇“二人の会話
”等で分析する。・結果を分析･考察するにあたっては参加観察法･フィールドワ
－クによる資料(母親体験)も参考にする。
　　結果及び考察:1.従来の日常の体験を積み重ねつつ、既存の関係を壊したり、
回避する等、思春期に日常を超える体験をすることによって、自己･他者･状況
のそれぞれの多面性に気付く。 2.それを受け止めその対応(かかわり方)を子供
白身沁　’-･　-●　’"F-‾--　ﾀﾞｰ-●W　ﾐﾐ　゛゛’‾゛ﾐFW”自身が学んでいく。さらにその過程で、日常と非日常との違いを比較し、現存す

価値観を検証（確認）することができる。 3.これらのことが、ぺ日常の問題状況を

超えて家族関係を再構築していくことにつながる。
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